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【オープニング】
こんにちは。〇〇です。

第二次世界大戦後期、ドイツ国防軍はとても強力な対戦車砲を実用化しました。

PaK43。
1941年に行なわれた新型高射砲のコンぺで敗北したものの、そこから2年間の再開発を経て生まれた対戦車砲です。
高射砲として開発が始まったこともあって砲弾の初速はすさまじく、そこから生み出される砲弾威力は間違いなく、最強と言えるものでした。

しかし、強力な対戦車砲はそれだけ重たいもの。
必要な時に配置についていなければ、どんなに高い攻撃力も無駄になってしまいます。
そこで急務となったのが、PaK43の自走化でした。
1943年7月に予定していた大攻勢、ツィタデレ作戦には何としてもこの砲を実践化しなければならない。
そう考えたドイツ陸軍は本砲を搭載した自走砲の開発を急ぎます。

完成したのは2つの自走砲でした。
ひとつは、自走榴弾砲フンメルを改造した対戦車自走砲、ナースホルン。
そしてもうひとつは、ティーガーⅠのコンペに負けた、ポルシェティーガーを改造した重突撃砲、フェルディナントです。

そうして始まった世界最大の戦車戦、クルスクの戦いで２つの車輌はその砲火力でソ連軍戦車を次々に撃破しましたが、どちらの車輌にも大きな欠点がありました。
ナースホルンは高い車高と薄い装甲が問題で、発見されれば一巻の終わり。
対するフェルディナントは防御力こそ十分でしたが、そのせいで重たくなり過ぎ機動力に難を抱えてしまいます。
もうすこしバランスの良い車輌にならないでしょうか。
確かに自走砲は支援車輌。
戦車の様に主力として戦場を駆け回るような車輌ではありません。
さすがにそこまでは期待しませんが、ドイツにはⅢ号突撃砲があったはずです。
時にはⅣ号戦車に代わって主力を張り、前線部隊からは戦車以上に求められたほどの実績を持つ、とてもバランスの取れた支援車輌が。
最強クラスの主砲を搭載してしまうと、あれほどの車輌はもう作ることができないのでしょうか。
いいえ、そんなことはありません。
確かにここまで主砲が大型化してしまうと高バランスの車輌の開発はそう簡単ではありませんでしたが、ドイツはついにやり遂げたのです。

ということで今回はドイツの駆逐戦車、ヤークトパンターについて紹介したいと思います。

【ヤークトパンターの特徴】

ヤークトパンターはその名の通り、Ⅴ号戦車パンターをベースにした駆逐戦車です。
もとになったパンターは、最良の中戦車の呼び声高いドイツの新型主力戦車。
主力として必要な機動力と防御力を両立しつつ、ティーガーⅠ以上の攻撃力を実現したパンターはそのためとても大柄な戦車になってしまいましたが、それがかえって役に立ちました。
PaK43の自走化計画。
巨大な対戦車砲を搭載するには、大きな車体が必要だったのです。
こうして生まれたヤークトパンターはパンター由来の高機動と重装甲、そして最強の攻撃力をついに実現。
初めてお目見えしたヒトラーは自信満々に語ったそうです。
「この車輌にはティーガーⅡ数量分の価値がある」
ヒトラーにそこまで言わせたヤークトパンターの活躍劇、期待に胸が膨らみます！

【ヤークトパンターの誕生】

1942年1月、ドイツ陸軍兵器局は「対戦車・火力支援車計画」を立ち上げ、既存戦車の車体を利用した自走砲の開発を本格化します。
計画開始を受けて真っ先に動いたのは、かつてⅣ号戦車の開発を行ったエッセンのクルップ社。

クルップ社はⅣ号戦車の車体を利用した自走砲の開発を2年前から進めており、10.5㎝加農砲K18を搭載したⅣ号a型対戦車自走砲、10.5㎝軽榴弾砲leFH18を搭載したⅣ号b型自走榴弾砲、そして8.8㎝高射砲FlaK37を搭載したⅣ号c型装甲自走砲とすでに経験があったのです。

兵器局第6課がクルップ社の計画書を受け取ったのは1942年1月6日。
その内容は、同社が開発したⅣ号c2型装甲車台に密閉式戦闘室を取り付け、そこに同じくクルップ社で開発が進められていた8.8㎝対戦車砲PaK43を搭載するというものでした。
これを見た兵器局は計画にゴーサインを出し、クルップ社は提示された条件を盛り込んで設計をまとめることになります。

木製モックアップが提示されたのは4月2日。
厳しい審査の末、6月9日にこの車輌は「Ⅳ号d型装甲自走砲」の名前で試作車3輌の発注が出される事になりました。
試作を任されたのは、マクデブルクのグルゾン社。
クルップ社の子会社です。
さぁ、これで準備は万端。
これまでに見たことのない最強の自走砲を作ってやる。
クルップ社の時代の幕開けだ！

しかし、ここで大きな問題が出てきました。
ベースになるはずのⅣ号戦車は4月4日に長砲身化が決定し、5月にG型への切り替え作業が始まったばかりだったのです。
おかげで試作を任されたグルゾン社はてんやわんやの大忙し。
そんなところへ自走砲の試作なんて大仕事を振られたら、Ⅳ号戦車の生産がおろそかになってしまいます。
支援車輌の試作のせいで主力戦車が作れないなんて、それでは本末転倒だ。
そこで兵器局は一旦計画を白紙に戻し、思い切ってベース車輌の選定からやりなおすことにします。

改めてクルップ社宛てに連絡が入ったのは、1942年8月3日のこと。
兵器局からの要求は、ベース車体を当時開発の最終段階にあったⅤ号戦車パンターに変更して設計しなおすというものでした。
しかも1943年1月までに設計を完了し、7月には量産開始という厳しい期限のおまけつき。

ベース車体は変わったものの改めて開発を依頼してくれたのはありがたい限りでしたが、たった１ヶ月経ったところでクルップ社が忙しいのは変わりませんでした。
そこで軍需省は10月15日に会議を開き、開発計画をベルリンのダイムラー・ベンツ社に引き継ぐことが決まったのです。
そしてクルップ社の役割は、設計の補助と主砲砲架の開発。
開発の主役から一転裏方に回ることになったのは残念ですが、忙しいのだから仕方がありませんね。
ダイムラー・ベンツ社主導で続く新型車輌の開発計画。
その基本レイアウトが決まったのは1943年1月5日のことでした。
試作車の完成は1943年の夏ごろで、量産の開始は12月の予定です。

あれ、おかしくないですか？
7月の量産に間に合わせるために開発先を変えたのに、期限が全然守れていません。
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その理由は、ベースの車体がⅤ号戦車パンターではなく、1月に開発が始まった後継車輌のパンターⅡに変更されたからです。
ダイムラー・ベンツ社はブラウンシュヴァイクのMIAG社に開発を委託し、パンターⅡの開発経過を見ながらそれに合わせて設計変更。
防御力を高めたパンターⅡをベースにしても、重たくならないようにするにはどうしたらいいだろうか。
車体前面下部を60㎜から50㎜に減らして、30㎜厚の車体底面を25㎜に削って。
これではスムーズに進むはずがありません。

そして5月になって入った報せが、頭を悩ます開発チームにさらに追い打ちを掛けました。
パンターⅡの開発中止が決まったのです。
これでベース車体をもう一度パンターに戻すしかなくなってしまい、結局最終的な仕様が決まったのは6月9日になってしまいました。

変更に次ぐ変更で振り回されっぱなしだった開発者たちの気持ちを考えると、気の毒で仕方がありません。

ようやく完成した木製モックアップがアリス演習場でヒトラーにお披露目されたのは1943年10月20日のことでした。

この時ヤークトティーガーやティーガーⅡのモックアップ、そしてシュトゥルムティーガーの試作車も一緒に並べられていたそうですが、ヒトラーは他のどの車輌よりも本車を大絶賛したそうです。
空
その後少し遅れて完成した試作車は12月16日に改めてヒトラーの前に展示され、その場で制式採用が決まります。
クルップ社が開発を始めて約２年。
既存戦車の改造車輌としてはとても長い道のりでした。
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この車輌は開発当初「重突撃砲」と呼ばれていましたが、その後「パンター車台の戦車駆逐車」「戦車駆逐車パンター」などいろいろな名前で呼ばれ、1944年2月27日の総統命令で「ヤークトパンター」の名前が制式化されることになります。
ヤークトは「狩り」、パンターは「豹」を意味するドイツ語です。
ヒトラーが直々に命名するなんて、彼がどれほどこの車輌を気に入っていたかが分かりますね。

ヤークトパンターの性能！
【１．攻撃力】

ヤークトパンター駆逐戦車の主砲に選ばれたのは、71口径8.8㎝対戦車砲PaK43。
本車が開発されるきっかけになった悲願の対戦車砲です。

PaK43/1を搭載したナースホルンにPaK43/2を搭載したフェルディナント、そしてそれに続いて3番目に完成したのがヤークトパンターだったので、その主砲にはPaK43/3の名前が付けられました。

砲弾は仮帽付被帽徹甲榴弾と硬芯徹甲弾、榴弾と対戦車榴弾の4種類が用意されていました。
弾頭重量10.16㎏の仮帽付被帽徹甲榴弾を使った場合の砲口初速は秒速1,000m。
垂直に立てられた装甲板に対する貫徹力は、射距離2,000mで154㎜、1,500mで170㎜、1,000mで186㎜、500mで205㎜。
弾頭重量7.5㎏の硬芯徹甲弾を使った場合の砲口初速は秒速1130mで、貫徹力は2,000mで175㎜、1,500mで205㎜、1,000mで233㎜、500mで270㎜にもなり、HEAT（対戦車榴弾）を使用すれば射距離にかかわらず90㎜の装甲板を貫通することができました。

この砲で抜けない戦車は敵にはいない、まさに第二次大戦最強の対戦車砲。
ドイツ陸軍がこの砲を搭載した自走砲の開発に躍起になったのも頷けますね。

しかし、これらの自走砲は戦車とは一線を画す大きな特徴がありました。
それは、強力な主砲と引き換えに旋回砲塔を失ったことです。

戦車の主砲を大きくするには、それだけ大きな旋回砲塔が必要になります。
そして大きな砲塔はそれだけ重たく、人力で回すことなんて到底できません。
となれば重たい砲塔を旋回させるための動力が必要になり、生産するには手間も時間もお金も掛かってしまうのです。

そこでドイツは「対戦車・火力支援車計画」以降、砲塔を持たない車輌の開発をどんどん進めて、生産性と対戦車性能を重視した自走砲をたくさん作っていったのです。
暗雲空
ただ、それらの車輌は旋回砲塔を失ったことで、広い範囲を狙うのがとても苦手になってしまいました。

ヤークトパンターの主砲の旋回角は左右にわずか12度ずつ。
360度どこでも狙える戦車と比べると、攻撃範囲はとても狭いと言わざるを得ませんね。

でも、ちょっと待ってください。
12度という数字だけを見れば、確かに小さく感じてしまうでしょう。
けれどその攻撃範囲は、目標が遠くにいればいるほど広くなるのです。

例えばソ連の中戦車Ｔ－３４を見てみましょう。
ヤークトパンターの主砲になったPaK43はＴ－３４を3,000m先から撃破するほどの攻撃力を持っていました。

主砲を左右12度ずつ動かすことができたヤークトパンターが3,000m先の敵を狙うとして、狙える範囲はどのくらいになるでしょうか。
視界を左右に横切って、およそ1.2㎞。
時速40㎞で移動して2分近くも掛かる距離です。
ヤークトパンターは1分間に6発から8発も弾を撃てたそうですから、その間じっくり狙うも良し、バンバン撃つも良し。

遠距離戦が得意なヤークトパンターにとって、射界はそこまで問題にはなりませんでした。

そしてそんなヤークトパンターに搭載された弾の数は、全部で60発。
1945年2月にレイアウトがちょっとだけ変わって2発ほど弾が減ってしまったそうですが、同じ攻撃力を持つナースホルンが40発、フェルディナントが50発しか弾を持っていけなかったことを考えると、不足はなかったと言えるでしょう。

ちなみに、ヤークトパンターの主砲は1944年4月以降、徐々に新しい物に切り替わっていきました。
新しい主砲の名前は、PaK43/4。
ただ、この主砲に変わったからと言って攻撃力に変化はなく、一体成型のものから二分割式の構造になっただけ。
二つのパーツに分けた方が作るのが簡単だったんだそうです。

【２．防御力】
ヤークトパンターのベース車輌は、ソ連戦車Ｔ－３４との遭遇で大きなショックと影響を受けて開発されたⅤ号戦車パンターです。

パンターの特徴は、大きく傾斜をつけて取り付けられた車体前面装甲板。
傾斜装甲は見かけ上の厚みを増すことができ、飛んできた砲弾を滑らせる効果もあるので装甲板の厚み以上の防御力を発揮できたのです。

そしてそれをベースに作られたヤークトパンターも当然、傾斜装甲をふんだんに取り入れた車輌になりました。
車体前面上部の装甲は80㎜厚。
それが55度の傾斜装甲になっていたため、見かけ上の厚みは140㎜にもなりました。

重装甲で有名なティーガーⅠよりも薄いのに、その防御力は1.4倍。
傾斜装甲がどれほど高い効果を持っていたかが分かりますね。

そして車体側面は上部が29度傾斜の50㎜厚。
Ｔ－３４の影響を受けたとはいえ、側面まできつい傾斜装甲にすればとても狭くなってしまうので、ドイツでは側面装甲の傾斜は最小限に抑えられました。

さて、そんな車体の上に搭載したのは、密閉式の大きな固定戦闘室。
これがとても特徴的でした。
前面装甲55度傾斜の80㎜厚、側面装甲は29度傾斜の50㎜厚、そして後面装甲は30度傾斜の40㎜厚。
これだけ聞くと、何が特徴的なのか分かりませんよね。
けれど、数字を見てください。
車体の前面装甲と戦闘室の前面装甲、そして車体の側面装甲と戦闘室の側面装甲、厚みも傾斜角もまるっきり同じです。
ヤークトパンターの車体と戦闘室は、前面と側面がそれぞれ繋がって完全な一体型になっていたのです。

ドイツには戦車の車体を利用した車輌が本当にたくさんありますが、それらのほとんどは車体の上に戦闘室をポンと乗せただけの様な姿をしていました。

それらと比べてヤークトパンターがとてもスッキリした形に見えるのは、一体成型された装甲板のおかげだったんですね。

この様に車体と戦闘室が一体になっていた車輌が実はもうひとつだけありました。
ヤークトパンターより2ヶ月遅れで生産が始まった駆逐戦車、ヘッツァーです。
どちらも似たような姿をしていて、まるで兄弟のようですね。

ちょっと話が横道に逸れてしまいましたが、ヤークトパンターの防御力は傾斜装甲と厚い前面装甲のおかげでとても高いものになりました。
その前面装甲は、当時存在したほとんどの連合軍戦車の砲弾をシャットアウト。
ティーガーⅠを倒すために作られたソ連のＩＳ－２でさえ、ヤークトパンターの射程内にかなり踏み込まない限り、貫通することはできなかったそうです。

そのためヤークトパンターを倒すためには、見つからないようぐるっと回って側背面を撃ち抜くしかありません。
幸いヤークトパンターはベース車体のおかげで全高2.715mととても大柄な車輌だったため、先に発見するのはそこまで難しいことではありませんでした。

ところでヤークトパンターは、試作の段階では戦闘室の側面と後面にガンポートが付いていましたが、生産型ではすべて廃止されてしまいました。
歩兵に対する防御力の欠如はフェルディナントの時に問題になったはずですが、大丈夫でしょうか。
ちょっと心配になりますが、その理由は対人用の近接防御兵器が登場したことにありました。

26㎜の小径榴弾を投射できる旋回式の近接防御兵器を戦闘室天面に搭載。
これで装甲にぽこぽこ穴を開けて防御力を落とす必要がなくなります。

しかし、この近接防御兵器の生産はなかなか思うように進まず、本格的にヤークトパンターに搭載されたのは1944年6月になってからのこと。
それまではせっかく開けた搭載用の穴を鋼板で塞ぎ直して完成させたそうです。

【３．機動力】
ヤークトパンターはドイツとしては珍しく、とてもバランスの取れた戦車になりました。
最強の対戦車砲と強固な傾斜装甲を持ちながら、とても高い機動力を兼ね備えます。
最高時速55㎞。
待ち伏せや狙撃が本分の駆逐戦車としてはもったいない程の性能です。

それは、パンターA型の車体をそのまま使ったおかげでした。

接地圧を最小限に抑える幅広の履帯と挟み込み式の転輪、そしてそこに繋がるのはパンター独自の高性能サスペンション。
パンターのサスペンションはⅢ号戦車にも使われた横置きのトーションバー方式が採用されていますが、パンターのトーションバーは一味違うものでした。

トーションバーとは「捩じり棒」という意味で、棒の捩じれ幅が大きければ大きいほど効果が高いと言われています。
棒の捩じれ幅を大きくするには、棒を長くすること。
そのためⅢ号戦車はリーフスプリングを採用したⅣ号戦車よりも車幅が広く作られたのです。
そしてパンターの車幅はⅢ号戦車よりもさらに広く、当然その分トーションバーも長くなりました。
しかし、パンターのサスペンションはそれだけでは終わりません。
さらに捩じれ幅を大きくするために2本のトーションバーを連結し、車体の端で折り返したのです。
そのためパンターのサスペンションは「ダブル・トーションバー」と呼ばれています。
サスペンションの捩じれ幅は通常の2倍。
おかげでパンターは地面のデコボコで速度を落とすことなく走ることができたのです。

そしてその走行性能を最大限に引き出せたのにはヤークトパンターの重量も関わっていました。
戦車の車体を利用した自走砲の多くは、大型砲の搭載で戦車型よりも大幅に重たくなってしまいます。
しかしヤークトパンターの総重量は45.5トン。
パンターA型の44.8トンからほとんど増えていなかったのです。
おかげでパンターと同じエンジンを使っても機動力にそこまで影響を出さずに済みました。

45.5トンの車体を700馬力で動かすヤークトパンターの重量出力比は15.38hp/t。

32トンの車体を500馬力で動かすソ連の中戦車Ｔ－３４／８５と大差ありません。

ここまで見ると、ヤークトパンターの機動力には一片の隙も無かったように思えます。
しかし、そんな本車にも弱点がありました。
パンター由来のトランスミッションです。

パンターは減速ギアを中心にトランスミッションの破損が多発し、深刻な問題になりました。
同じものを使ったヤークトパンターが同じ悩みを抱えたことは言うまでもありません。

そしてヤークトパンターはパンターよりも大重量。
さらに前面だけが分厚い装甲と前寄りに付けられた大型砲のおかげで重量が前方に偏り、砲塔が無いおかげで頻繁な方向転換が必要だったヤークトパンターの足回りはパンター以上に負担が大きく、35㎞移動するごとに異常を起こしたと言われています。

ただ、1944年10月28日に減速ギアの強化を受けてからはこの問題は解決し、400㎞から500㎞移動しても故障を起こすことが無くなったそうです。

さて、先ほどヤークトパンターはヘッツァーに似ているとお話しましたね。
ただ、ヘッツァーとヤークトパンターを並べてみると、車体前面にとても大きな違いがあることに気づくと思います。
主砲周りの形状です。
ヘッツァーは主砲の付け根が傾斜した前面装甲板から大きく出っ張ってその先に防盾をかぶせるようにしていました。
Ⅳ号駆逐戦車も同じですね。
それに対してヤークトパンターは主砲の周りが逆に凹んで、その中に防盾が収まっています。

その理由は主砲の取り付け方法の違いもありますが、ヤークトパンターのこの形状にはとても大きな役割がありました。
内部部品の取り出し口です。

ヤークトパンターは前輪駆動。
トランスミッションや操向装置は車体の前側、ちょうど主砲の真下に位置しています。
さて、それらの部品の整備や交換はどのようにすればいいでしょうか。

完全に塞げば整備ができないし、かといって点検ハッチを付けてしまうと防御力がガクッと下がってしまう。
前面に段差のないヤークトパンターならではの悩みですね。
そこで考え出された方法が、もともとあった穴を使うというものでした。
戦闘車輌に無くてはならない主砲を通すための穴。
これをもっと大きく広げて、そこからトランスミッションを取り出せるようにしたのです。
ただ、必要以上に穴が大きくなれば、それこそ強固な防御力が無駄になってしまいます。
そこで普段は主砲の周りに脱着式の縁を取り付け、穴を小さくしたのです。

この縁材は、はじめは車内からリベットで固定する方式が取られていました。
しかしそれでは脱着作業を狭い車内で行わなければならずとても大変。
そのため1944年9月には、縁材を外側からボルトで固定する方法に改められます。
縁材の上下に4つずつ、大きなボルトが見えるのですぐに見分けがつきますね。
その目的は、整備性の向上。
そのために行なわれた変更は縁材の取り付け方法だけではありません。
よく見ると、変更後の縁材がちょっと大きくなっているように見えませんか？
開発チームは変更のついでに穴自体を大きく広げて、トランスミッションを取り出しやすくしたのです。

【戦車評価】

完成したヤークトパンターは早速、第654重戦車駆逐大隊への配備が始まりました。
フェルディナントを装備してクルスク戦を戦い抜いた精鋭です。

ヤークトパンターを装備した同大隊はその後西部戦線へ投入され、1944年7月30日にはこんな報告をしています。
イギリス第6近衛戦車旅団のチャーチル歩兵戦車一個中隊と交戦、2分後にチャーチル二個中隊が援軍に現れ、ヤークトパンターは被弾して後退した。

この短い戦闘で同大隊はチャーチル歩兵戦車を11輌撃破し、それに対してヤークトパンターの損失はたったの2輌。
それも履帯に被弾して動けなくなった車輌の放棄という結果でした。

カチコチ戦車の代表ともいえるチャーチルを軽々と撃破する強力な主砲と、脚を狙って行動不能にするしかできない強固な防御力。
ヤークトパンターの性能が証明された戦いでした。

その後同大隊は9月に一旦前線を離れ、装備の拡充を受けて再び西部戦線に復帰したのは1944年11月18日。
20日から30日までの連続作戦ではヤークトパンター18輌を失うものの、敵戦車52輌撃破、9輌中破、対戦車砲10門の破壊という輝かしい戦果を残しました。

次にヤークトパンターを装備したのは第653重戦車駆逐大隊。
第654重戦車駆逐大隊の再編を受けて残ったフェルディナントを引き継いだ部隊でした。
1945年1月20日に編成を行い、翌日には即出動。
Ⅳ号駆逐戦車とヤークトパンターの混成部隊となった同大隊は10日間の戦いで敵戦車58輌を撃破しました。

それに対してヤークトパンターの損失は18輌中13輌。
なかなか苦戦を強いられたものと思われますが、蓋を開けてみるとその内訳は燃料不足による爆破が8輌、行動不能で放棄が1輌、修理が間に合わずに3輌が爆破されて、敵に撃破されたのはたったの1輌だったそうです。

対戦車戦闘ではほぼ敵なし。
性能面に隙の無いヤークトパンターは間違いなく強力な戦車となったのです。

しかし、敵から恐れられる戦車には残念ながらなれませんでした。
数が全く足りなかったのです。

先ほども出てきた第654重戦車駆逐大隊、ヤークトパンターを装備した最初の部隊ですが、その改変命令が出たのはクルスク戦が終わって間もない1943年8月のことでした。

しかしドイツに帰還した同大隊の前にヤークトパンターの姿はどこにもなく、訓練用として8輌のベルゲパンター戦車回収車を受け取ったのはそれから半年も先の1944年2月。

そしてようやく本命のヤークトパンターが工場を出たのはさらに2ヶ月後の4月28日のことでした。

遅々として進まないヤークトパンターの部隊配備。
そんな状態を連合軍が待ってくれるはずもありません。
1944年6月6日にノルマンディー上陸作戦を発動し、西部戦線が大きく動き出しました。

第654重戦車駆逐大隊には当初、本部に3輌、第1中隊に12輌、第2中隊には13輌のヤークトパンターを配備する予定になっていましたが、実際に同大隊が装備したのはたった8輌のヤークトパンターと5輌のベルゲパンター。
とても戦力と呼べるものではありませんでした。

生産が始まったばかりだから仕方ないと思うかもしれませんね。
しかし、残念ながらこんな状況はこの先ずっと続くのです。
仕方なく取られた方法が、ヤークトパンターと別の車輌をごちゃまぜに配備した混成部隊の編成でした。

第519重戦車駆逐大隊はヤークトパンター17輌とⅢ号突撃砲28輌の混成部隊。

第560重戦車駆逐大隊はヤークトパンター15輌とⅣ号戦車７０／（Ａ）31輌の混成部隊。

第655重戦車駆逐大隊に至ってはドイツ最後の大攻勢、ラインの守り作戦までにヤークトパンターの装備が間に合わず、Ⅳ号戦車／７０（Ｖ）を装備して戦線に投入されました。

結局ラインの守り作戦に参加したヤークトパンターはわずか52輌、そのうち稼働状態にあったのはたったの17輌。
こんな数では戦局を変えることなど到底できるはずもなく、多勢に無勢、1輌ずつ丁寧に撃破されていったそうです。

とても高い性能を持っていた戦車が、どうしてこんなことになってしまったのでしょうか。
MIAG社が最初の生産型5輌を兵器局に引き渡したのは、1944年1月。
そこから6月までの間に160輌を生産し、3個大隊を編成して残りを試験や訓練に回せるようにするというのが当初の計画でした。

しかし実際の生産台数は2月に7輌、3月に8輌、4月と5月に各10輌、そして6月は6輌に減少し、全部合わせても1個大隊分にもならないという酷い有様。
ヤークトパンターの生産自体が全く進まなかったのです。

その理由は、ヤークトパンターの改良作業と度重なる空襲、そして深刻な人手不足にありました。

MIAG社は何度も何度も労働力の不足を訴え、生産の遅れを危惧した兵器局は手を打ちます。
まずは、総勢300名の人員補充。
それでも連合軍による爆撃の影響で思うように生産が進まず、今度はヤークトパンターの生産業者自体を増やそうと考えました。

ひとつは、ハノーファーのMNH社。
ただこの会社への生産の委託はあくまで一時的なものでした。

MNH社は1943年からパンターの生産を担当していた会社の一つで、主力戦車であるパンターの生産数を減らすわけにはいかなかったからです。

そこで兵器局は1944年11月から翌年1月までの間に94輌のヤークトパンターの生産をMNH社に依頼し、その3ヶ月間のうちにもうひとつの新顔さんの生産体勢を整えようと考えたのです。

新顔さんというのは、ポツダムにあったMBA社です。
この会社はとても大きな工場を持っていましたが、およそ装甲車輌というものを生産した経験ありません。
そのためMBA社では生産のノウハウを勉強することから始めなければならず、実際、3か月でも足りない状況でした。

そんなところへ当然のように現れる連合軍の爆撃機。
エネルギー不足や輸送能力の低下も深刻で、兵器局の出した生産計画は何度も何度も書き換えられることになりました。
そうして1945年4月までに生産されたヤークトパンターは全部で415輌。
当初の計画の6割にも届きませんでした。
結局ヤークトパンターの敵は敵戦車ではなく、燃料不足や補修部品の不足、初期不良や生産の遅延という戦争末期における内部的な事情だったんですね。

一足早く登場したフェルディナントやナースホルンがそれなりの戦績を残したことを考えると、ヤークトパンターももう少し登場が早ければもっと活躍できたんじゃないかと思います。

もっと数がそろっていれば、最強の専門部隊が作れたでしょう。
開発がもっと早ければ、自体が深刻化する前に生産を始められたでしょう。
パンターⅡの計画が無ければ、開発はもっとスムーズに……
悔しくて仕方がありません。

ということで、とても高い性能を持ちながら数が揃わず活躍できなかった駆逐戦車、ヤークトパンターの評価は星４つ！

【エンディング】

ところで、ヤークトパンターは戦争末期に開発された車輌としては珍しく、生産の過程でたくさんの改良が加えられていきました。
そのため生産時期によって細々とした違いが見られる本車ですが、大まかには初期生産型と後期生産型の2種類に分けられます。

パンターA型をベースに一体成型のPaK43/3を搭載し、主砲周りの縁材を内側から固定した車輌は初期生産型のG1型、その後部材の在庫が無くなってベースをパンターG型に変更し、二分割のPaK43/4を搭載、外装式の大きな縁材を採用した車輌は後期生産型のG2型と呼ばれています。
パンターG型はパンターⅡの開発過程で出てきた改良点を盛り込んだ型で、装甲の傾斜角などA型以前とは大きな違いがあったそうです。

パンターⅡの開発に振り回されたおかげで開発も生産も遅れてしまったヤークトパンター。
ただ、パンターⅡの影響を受けたのはヤークトパンターだけではありませんでした。
皆さんは、パンターⅡの開発のせいで登場が遅れたもう一つの車輌についてご存知ですか？
良かったらコメントで教えてください。
それでは今日はこの辺で！
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